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Learning Japanese Teaching Method from Practice

Haruko Hayakawa

 This is to report on the Japanese Teaching Methodology class in 

1989. A part of this class was designed as a workshop in which stu-

dents can actually have experience in teaching Japanese and pro-

ducing teaching materials for motivating themselves and understand-

ing the process of teaching. Throughout this course, students were 

encouraged and persuaded to think by themselves and participate in 

the class.

1は じめに

授業 をよく学生 と教師とのキャッチ ・ボールに例えることがある。学生

が投げ、それ を教師が投げ返す。互いにそのボールの感触を楽 しみ、確か

め合いなが ら、一定の到達 目標に達することができたなら、その授業は双

方にとってかな り満足度の高い、ある種の授業の理想に近付いた形の もの

となるであろう。私はいわゆる講義形態の授業の意味を一概に否定するも

のではないが、後で述べ るような理由で今回の教育法は学生、教師間のキャッ

チ ・ボール形態、つ まり学生の主体的、積極的な授業参加 を要求する形態
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の授業にしたかった。そしてそのために試みた学生に対するアンケー ト、

クラスでの実践例、学生の反応、筆者の反省点を簡単に報告 したいと思 う。

II授 業の背景

1.対 象クラス

平成元年度担当したのは文教大学の中文専攻の三年生3ク ラス74名 であ

る。内訳はクラスA:37名 、クラスB:20名 、 クラスC:17名 であった。

2.こ の科 目の全体のカリキュラムの中での位置

彼 らは副専攻 として 日本語教員養成課程 を取 り、日本語教員養成 コース

(2級)に 属 し、日本語教育概論、 日本語学講義1、 日本事情、対照言語

学を既習 していた。 日本語教育法は 日本語学概論 とともにこのコースの最

終科目であった。

3.日 本語教育法 とは

日本語教育法 という科 目は 日本語教授法 とのかねあいか らその位置づけ

がわか りに くい。教員養成課程を教える教師間でも 「教授法 と教育法はど

うちがうか」というのはよく出される疑問点であ り、一般的に浮かぶイメー

ジとしては直接法 ・間接法 ・コミュニカティブといった教授法 をより具体

的にしたもの といった程度のものであろう。文部省が 『日本語教育施策の

推進に関する調査研究会』の答申を得て発表 した 「日本語教育養成課程の

標準的カリキュラム」 では 「日本語の教授に関する知識 ・能力を養 う」科

目の例 として 日本語教授法、日本語教育教材 ・教具論、評価法、実習があ

げられている。本校のカリキュラムでは日本語教育概論と日本語教育法が

これに該当す る。 日本語教育概論においては実習を除いた教授法、教材 ・

教具論、評価法が既に学ばれていた。そこで今回の教育法では1.概 論を

具体化 させ ること2.実 習を何 らかの形で行 うことをカリキュラム上の教

育法の意味であると考えた。

一82一



言語 と文化 第3号1990年(早 川 治 子)

IIIな ぜ学生に主体的活動=実 践を要求するのか

一言葉をお しえること及びフィー ド・バックとしての実践一

「言葉 を修得す るということは知識ではな く実践である。」これはよく言

われることであるが、「教えること」もこれに少 し似た部分がある。私は「教

えること」の知識の部分を毛頭否定するつ もりはな く、それはそれで非常

に重要な部分を占めると考える。 しか しなが ら、幾 ら立派な知識でもそれ

が頭に死蔵 されていたら、または うまく実践 されなかったら、それは 「教

えた」 ことにならないであろう。つまり 「教えることは知識プラス実践」

なのである。知識を入れておいて教壇に立てば何 とか教えられ、経験を積

み、本人が努力すれば良い教師になれるだろうという考えはよく聞 くこと

である。それは、ある限られた才能ある教師に とってはあてはまるか もし

れないが、その他 多数の新米教師にとっては納得できないものだろう。 ま

して相手が人間であるだけにそれは卒業したての医者に手術 を任せ るのに

似て本人の熱意と真摯 さのみでは捕えない部分がある。 日本語教育法 とい

う科 目はII-3で 述べたように日本語教員養成課程の実践部分を主に担当

する。それゆえに 日本語教育法の授業形態は学生の主体的活動=実 践 を主

にしたものにならざるをえない。その上実際に活動す ることにより学生に

日本語 を教 えることに対する興味を刺激 し、動機付けを与えることができ

ると考えたか らである。

また言葉を修得 したか どうか ということが学習者の発話によって確かめ

られるの と同じように、学生が教えるための知識 を修得 したかどうか もそ

の実践によって確かめ られる。その実践を観察、ゴ分析することが教育法を

教える教師側へのフィ=ド ・バ ックとなるという意味でも実践は教育法の

クラス活動 として必要である。
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IV学 生に対するアンケー ト

授業 とい うものは何の授業であれ、学生の実態に基づいて進め られなけ

ればならない。 また今 回目指 したようなキャッチ ・ボール形態の授業を行

う場合、学生の実態を知ることは不可欠である。そのためにかなりおおざっ

ぱで不完全なものではあるが、簡単な質問表に答えて もらった。以下その

質問と主な回答を記す。

①今 までに読んだ 日本語関係の本

今 までに読んだ本 としては 日本語学概論で使った金田一春彦の 「日本語

の特質」と 厂日本語」、日本語教育概論で使用 した石 田敏子の 「日本語教授

法」以外は殆 ど読んでいない。それ以外には柳 田国男の 「ことわ ざ」、大野

晋の 「日本語の年輪」、雑誌 「月刊 日本語」、「外国人に 日本語を教える人の

本」をあげた ものが各1名 いた。

②今まで学習した外国語

英語以外は専攻の中国語のみがあげ られていた。

③外国人の友達がいるかいないか。

外国人の友達がいるものは27名 程度で、中国人が最 も多く、他にタイ人、

オース トラリア人、イラン人、韓国人、カナダ人、アメリカ人などがあげ

られていた。

④今まで何か教 えた経験があるか。

教えた経験 としては家庭教師または塾の教師の経験者が半数近 くいた。

⑤外国旅行の経験があるかないか。

外国旅行の経験があるものは全体の3分 の1を 占め、主な渡航先 として

は中国があげられていた。

⑥今何 に興味がありますか。

これに対す る答えは千差万別であったがマンガ、テニスなどという答え

に混 じって 自分の専攻に関連 して中国をあげたものが15名 、資格取得、就

一84一



言語 と文化 第3号1990年(早 川 治 子)

職、自分の将来 といったもの をあげたものが9名 ほどいた。特になし、ま

たは無回答 も7名 いた。

⑦この授業に何を期待しているか。

期待す るもの としては、おもしろい授業、分か りやすい授業、実際的な

授業 といった回答が目についた。 また 日本語に関す るより深い多方面か ら

の知識 を得 たいとい うものも目立った。「別に何 も期待 していません。」 と

い うもの、授業が始まらない と分からないというもの、無回答 も15名 ほど

いた。「単位修得のため」 とはっきり書いたもの もいた。

ここに描かれる学生像はかなり受け身的で自主性はあまり見 られないよ

うである。将来に対す る具体的な展望 もまだあまりないが、一応資格、単

位は取 っておこうといった学生の本音がかいま見える。これは 日本語 を教

えることに対するイメージ、動機づけの薄弱さにも現れていると思われる。

しかしかれらの置かれた立場 を考えれば学習の必要性が明確に把握できて

いないとい うことも無理ないと言えよう。

V学 習 目標の設定

日本語教育法は主専攻では4科 目16単位をかける所であ り、それを1科

目4単 位 で教えるのであるかち総花的になりやすい危険性がある。教える

内容の的を絞 ることが重要であると考えた。また】Vのアンケー ト調査結果

か ら考 えるに学生に動機付け を与え、学習の必要性を認識させ るために具

体的に与えられた課題を解決す ることにより学生の内部 に働 き掛け、彼ら

の興味を刺激し、問題解決の喜び、教えることの喜びといったものを少 し

な りとも味わわせてやれればと考えた。これ らの喜びが、かれらに意欲を

持たせ、直接的ではないが、長期的、かつより深 い動機付け、必要性の認

識につながれば良い と考えたか らである。これらの理由で、今回の授業は

学習 目標 を以下3点 に絞 り込んだ。1.日 本語教育のイメージを定着化、
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具体化する。2.日 本語 を教える楽 しさを知 る。3.自 らの 日本語 を内省

し、わか りやす く表現す る必要性 を知る。 これらを知ることで 「教えると

いうこと」、「日本語 ということ」 と長期的に何 らかの形でかかわれ るよう

になれたらというのが教師側の希望であった。これはかれ らが 日本語の教

師になるのであれ、中国語の教師になるのであれ、常に必要な、考えなけ

ればならないことだか らである。

VI教 室活動

コース全体 のプログラム としては前半を主に今 までの概論の復習 と具体

化及び実習へむけての地ならし、後半 を主に学生による模擬授業及びそこ

か ら出て来る疑問点の解決にあてた。

主な教室活動例

1.概 論の復習 と具体化の為のクイズ

私が教えるに際 して一番不安に思ったことは学生側の発言の少なさであ

る。学生か らのアウ ト・プッ トによるフィー ド・バ ック無 くして教師は授

業 を行 えない。しか し、口を開 こうとしない学生を前にして教師は何をし

たらいいのであろうか。今回はそのための方法 としてコースの前半でクイ

ズを採用 した。毎回授業の終わ りにテキス トの部分を指示 して予習 させ、

次の授業でそれに基づいたクイズをして、学生の理解度 を確かめた。解答

を自分の言葉で書かせる、問題を具体化させるために、質問はかれらの身

近な問題、例 えば中国語 と日本語の問題、文教大に来ている留学生の問題

に関連 させた。

2.実 習へ向けての地ならしとしての教材作成

日本語の文法を教 えることが 目的ではないので、簡単な構造のものをど

のように内省 し、整理 し、学習者に分か り易 く提出するか ということを学

習の主眼点 として教材作成を行 った。数詞の表、テ ・フォームの表 といっ
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たものを作らせた。また、具体化を図るために日本語 と中国語 との関係で

その相違点に注 目した教材 を作らせた。例えば 日本語初歩の中に出て来る

漢字熟語の意味の違い、漢字の形の違い と言ったものをいかに分か り易 く

提出するか と言うことを考 えさせた。これは時にはグループで行わせて互

いに意見が 自由に言える雰囲気作 りを心がけた。他の学生の作った教材を

見て検討 しあうこと、またコメントの後に教材を再提 出することもさせ た。

3.模 擬授業

各自に自分の教える文型を選択 させ、それを導入す るのに適切な場面を

考 えさせ、教案、教材 を準備させ、他の学生の前で直接法で5～10分 程授

業させた。他の学生は学習者の視点を持って授業に参加 しつつ、気が付い

た点、分からない点をメモするようにした。その後教師役の学生の用意し

た教案を配 り、学生間でその授業に関 して話 し合わせ ようと試みた。人数

の多いAク ラスでは希望者にはペアでや らせ た。教師側 としては極力学生

の意図を尊重す るように心がけた。

学生の反応

1.ク イズ

殆 どの学生はまじめに予習をしてきた。 しか しなが ら教科書の丸写 し的

な答えも見 られたので、これは設問のありかた、授業の段取 りとともに考

えなければならない問題だろう。た とえば予習確認の為の簡単なクイズの

後にかな り具体的な課題を与え、その解決法 をグループでデ ィスカッショ

ンさせ た後に書かせ る、または発表させるというのも一案である。

2.教 材作成

まず第1段 階で自分の 日本語 を改めて知 り、第2段 階で分か り易 く提出

することが意外に難 しい事であると納得 したようである。 日本語 と中国語

の同形漢字熟語の意味の違いを課題 として選んだ学生の感想をちょっと長

くなるが引用 したい。
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日本語 と中国語の同字異義が何 と多いことかを改めて私は感 じました。

漢字はもちろん 日本が中国か らとりいれたもので意味 も形もそっくり同 じ

ものが多いことには違いあ りません。 ところが調べて行 くうちに同じ漢字

を用いて言語生活を営む民族がその国独 自の意味を同じ字を見てくみ取 り、

全 く別の言語生活を営んでいるということに気がつきました。これは私に

とっては大きなショックでした。たとえて言 うなら同じ 「空気」を吸って

生 きていると思った二つの国の人は、一方の空気は酸素が多い空気でもう

一方の空気は窒素の多い空気だったというか、そんな発見 をした気分に似

ています。ただこれがおそらく漢字 とい う表意文字を用いる民族のおもし

ろさなのでしょう。また日本語で熟語 を説明す るとき私はす ぐに具体的な

説明を言葉 として浮かべることができませんでした。これは大いに反省す

べ き点でこれか らの課題 となるところです。

3.実 習

学生は絵カー ド、文字カー ド、テープなどをよく準備して授業に臨んで

いた。 しか しなが ら実習の コー スの半ばでは教材その ものを作った時点で

授業をした気持ちになってしまったり、作った教材に振 り回されたりと言っ

た者も見 られ た。これは実習の前に各 自予行演習 をおこな うことを再確認

することでかな りよ くなった。またある学生には再度実習をおこなわせた

が、これはその学生の場合かな り効果的であった。伝聞表現の"～ そうで

す"を 教えるために天気予報 をテープに入れてきた者、黙～なる"を 教える

ために信号機の模型を作った者 もいてそれな りにその熱意 と視点に感心 し

た。

皿 学生の感想

コースの最後に学生に無記名でも良いと言って、授業の感想を書いて も

らった。その内容は様々であったが、授業形態その ものはおおむね好評で
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あり、それに対する不満はほとんどなかった と言っていい。実践的であっ

た、生 き生きしたものであった、講義に参加 している感 じで緊張 した、実

際にや ってみて、 日本語を考え直 した、これからは少 しは留学生の友達に

日本語を説明できるのでは といったものが 多く見 られた。また中学、高校

に自分の専門の教育実習に行 くために役立ったというの もあった。特に模

擬授業の部分を学生は難 しいと言いなが らも楽 しんだようであった。反対

におもしろいと言いなが らもそのむずかしさにショックを受けたと書いた

者 もいた。

彳

皿 今後の課題

彼 らは日本語教師 としてスター ト点に立ったというよりもスター トのた

めのウォー ミング ・ア ップをしたにす ぎない。 しかしなが らこの1年 で強

く感 じたことはかれ らの可能性であり、その素直さであった。成人学生に

比べ る時、その特徴は著 しい。それらは学ぶ者 としての貴重な資質である

とともに教師になるもの としても得難い資質であると思う。受け身ではあ

るが可能性に満ちた素直な柔 らかい粘土のような学生達 このような学

生を扱 う場合、教師側はかな り強力に学習目標 を設定し、いわば教え込む

ことが必要なのではないかと考える。そのためには綿密なカ リキュラムの

作成 と教師相互間の連携プレー といったものが必要だと思われる。

また彼 らはかなり実習を楽 しんだようであるが、教えてお もしろかった

とい うので終ってしまってはいけないと思う。それを一過性のもの とせず

により長期的なものに し、これを契機に 「日本語 とは」、「教育 とは」といっ

た問題 を考えていってほしいのであるが、この授業がその契機になったか

どうかは長期的にフォローアップしなければわからないと思う。

最後にいろいろめんどうなことをお願いした関根 さん、石井さん、そし

て一から十までご指導 くださった近藤先生に感謝 したい。また、めん くら
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いとまどいながらも何 とか授業に参加 してくれた学生たちにこころからあ

りが とうと言いたい。特にかれ らが授業の最後に率直に書いて くれた感想

は今後私が教 師として活動する際に常に指針 となるものであると思 う。
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